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1
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ヲ
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シ
ュ
ン 
一
人
能
生
一
阿
彌
陀
佛
國
一
云
云
以
一
此
經
一
淮
 
難
可
一
ー
得
二
生
一
答
『群
疑
論
』
弓
ニ
善
導
和
尙
前
 
文
一
而 
釋
二
此
難
一
又
自
助 
成
云
此
經
下
文
言
 
何
以
故
皆
由
一
懈
慢
一
執
心
不
二
牢
固
一
是
知
雜
 
修
之
 
者 
為
一
執
心 
不 
牢
之
 
人
 
故 
生
一
懈 
慢
國
 
(
也
若
不
一
雜
修
 
專
行
二
此
業
一
此
卽
執
心
牢
 
固 
定
生
二
極
樂
國
一)
勿
又
報
淨
土
生
者
極
少
46
レ 
—
 
—
 
—
 
—
 1 
—ソ
—
 
—匕 III 
ワ
ル
—17
ハ
ド II!
ナ
カ̂
—二
 I
I
I
— 
— 
— 
— 
— 
— 
— 
— 
— 
— 1
一
 
厂
—ル 11111
 
化
淨
土
中
生
者
不
目
少
一
故
經
別
說
實
不
二
相
 
遗
也
駅
(
『定
親
全
』
ー
一
七
四
〜
五
頁
、
傍
線
筆
者
。
破
線
は
『群
疑 
論
』
の
文
、
実
線
は
『往
生
要
集
』
の
文
。) 
『往
生
要
集
』
引
用
の
意
図
—
源
信
の
観
点
— 
親
鸞
は
、
「
懈
慢
界
の
問
答
」
を
、
懐
感
の
『群
疑
論
』
で
は 
な
く
、
源
信
の
『往
生
要
集
』
を
引
用
し
て
「
化
身
土
巻
」
を
展 
開
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
『往
生
要
集
』
に
お
け
る
「
懈
慢
界
の
問
答
」
に
注
目
す
る
と
、
 
源
信
は
『群
疑
論
』
の
「懈
慢
界
の
問
答
」
に
、
「
答
『群
疑
 
論
』
引
一
善
導
和
尙
前
文
而
釋
三
此
難
又
自
助
成
 
云
」(
実
線
部
分)
と
い
う
文
を
補
い
、
『隨
願
往
生
経
』
の
文
を 
乃
至
し
て
い
る
。
親
鸞
が
『群
疑
論
』
で
は
な
く
、
源
信
の
『往 
生
要
集
』
の
「
懈
慢
界
の
問
答
」
を
引
用
す
る
の
は
、
源
信
の
こ 
の
観
点
を
重
視
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
『群
疑 
論
』
に
は
な
い
源
信
の
二
つ
の
観
点
を
改
め
て
整
理
す
る
と
、
善 
導
和
尚
の
前
の
文
を
引
い
て
問
い
に
釈
し
、
懐
感
自
ら
が
そ
れ
を 
補
う
と
い
う
点
と
、
そ
し
て
『隨
願
往
生
経
』
の
文
を
乃
至
す
る 
こ
と
に
よ
っ
て
「専
修
雑
修
」
と
「報
の
浄
土
と
化
の
浄
土
」
の 
文
を
直
接
さ
せ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
源
信
独
自
の
観
点
が 
『往
生
要
集
』
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
親
鸞
は
、
『群
疑
論
』
で
は
な
く
『往
生
要
集
』
を
引
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
親
鸞
に
と
つ 
て
、
善
導
の
「専
修
雑
修
」
の
思
想
は
懐
感
、
源
信
、
法
然
を
通 
し
て
知
る
こ
と
と
な
つ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
観
点
は
源
信 
に
よ
っ
て
明
確
と
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
は
、
本
来
、
 
懐
感
の
思
想
で
あ
る
べ
き
「報
化
二
土
」
の
思
想
を
、
源
信
の
観 
点
か
ら
「
專
雜
 
執
心
 
判
二
淺 
深
ー
」
、
正
し
く
弁
立
し
た
と 
こ
ろ
に
源
信
の
担
っ
た
仏
道
事
業
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。 
引
用
の
仕
方
に
つ
い
て
一
乃
至
す
る
箇
所
の
問
題
— 
次
に
、
「化
身
土
巻
」
に
お
け
る
「
懈
慢
界
の
問
答
」
の
引
用 
の
仕
方
を
整
理
し
て
み
る
。
「化
身
土
巻
」
で
は
、
懈
慢
界
を
、
 
『往
生
要
集
』
を
通
し
て
『菩
薩
処
胎
経
』
に
確
か
め
て
い
る
。 
『菩
薩
処
胎
経
』
で
は
、
そ
の
懈
慢
界
の
様
相
が
、
「
國
土
快
樂 
に
し
て
倡
伎
樂
を
作
す
。
衣
被
服
飾
香
花
莊
嚴
せ
り
七
寶
轉
關 
の
床
あ
り
。
目
を
擧
げ
て
東
に
視
れ
ば
寶
床
隨
て
轉
ず
。
北
に
視 
西
に
視
南
に
視
る
も
亦
是
の
如
く
轉
ず
。
」
と
表
現
さ
れ
る
。 
懐
感
、
源
信
は
、
こ
の
文
を
取
り
上
げ
、
懈
慢
界
の
様
子
を
確
か 
め
る
が
、
親
鸞
は
そ
の
懈
慢
界
の
様
子
を
取
り
上
げ
な
い
。
こ
れ 
に
つ
い
て
存
覚
は
、
「
強
に
要
に
非
ざ
る
が
故
に
今
其
の
文
を
略 
す
(
原
漢
文
、
『六
要
鈔
』.
『真
聖
全
』
二
・
三
八
四
頁)
」
と
解
釈
す 
る
。
懈
慢
界
の
様
相
は
「
化
身
土
巻
」
の
前
半
で
既
に
取
り
上
げ 
て
お
り
、
親
鸞
は
こ
の
箇
所
を
必
ず
し
も
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
47
あ
ろ
う
。
更
に
言
え
ば
、
懈
慢
界
の
様
相
よ
り
も
重
要
な
視
点
を
、
 
『往
生
要
集
』
「
懈
慢
界
の
問
答
」
の
他
の
部
分
に
探
し
当
て
た 
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
尚
、
前
章
で
確
か
め
た 
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
、
法
然
が
既
に
乃
至
し
て
お
り
、
親
鸞
は 
こ
れ
に
倣
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
親
鸞
は
「
懈
慢
界
の
問
答
」
の
答
え
と
し
て
、
「雑 
修
之
者
」
が
「
懈
慢
國
」
に
生
ず
る
課
題
を
「
執
心
不
牢
」
に
見 
出
し
、
「
専
修
之
者
」
が
「極
樂
國
」
に
生
ず
る
の
は
「
執
心
牢 
固
」
で
あ
る
か
ら
と
確
か
め
、
「
又
報
淨
土
生
者
極
少
 
化
淨
土
中
生
者
不
目
少
ー
」
と
続
け
る
。
ま
た
、
前
に
確
か
め
た
よ
う
に
、
法
然
は
『往
生
要
集
』
の 
「
報
の
浄
土
と
化
の
浄
土
」
の
文
を
引
用
し
な
い
。
一
方
、
親
鸞 
は
こ
の
文
を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
は
、
法
然
を
通
し
て
で 
は
な
く
、
源
信
か
ら
「報
化
二
士
」
の
思
想
を
聞
き
開
い
た
こ
と 
が
わ
か
る
。
問
い
の
設
定
に
つ
い
てI
「准
難
」
と
省
略
に
よ
る
問
い
の
展
開
— 
親
鸞
の
「
懈
慢
界
の
問
答
」
の
文
の
引
用
に
は
、
今
ひ
と
つ
、
 
『群
疑
論
』
や
『往
生
要
集
』
と
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
 
「
以
此
經
淮
難
可
得
生
」
と
い
う
問
い
に
お
け
る
「
准
難
」
の
訓 
み
方
と
省
略
に
よ
る
、
問
い
の
設
定
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い 
て
は
、
既
に
藤
場
俊
基
が
そ
の
著
『教
行
信
証
を
読
み
解
く"
』
㉑
 
に
お
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
今
一
度
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
確
か
め 
て
お
き
た
い
。
前
章
で
確
か
め
た
よ
う
に
、
懐
感
の
問
い
は
本
来
、
「
阿
弥
陀 
仏
国
に
生
ず
る
の
は
難
し
い
の
に
ど
う
い
っ
た
理
由
に
よ
っ
て
彼 
の
仏
国
に
生
ず
る
こ
と
を
勧
め
る
の
か
」
と
、
「
阿
弥
陀
仏
国
へ 
往
生
を
勧
め
る
理
由
」
の
問
い
で
あ
る
。
そ
し
て
源
信
は
、
そ
の 
問
い
を
「
此
の
經
を
以
て
准
ず
る
に
、
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
き
こ 
と
難
か
ら
ん
」
と
し
て
懐
感
の
問
い
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
に 
よ
っ
て
、
「
阿
弥
陀
仏
国
へ
の
往
生
の
難
易
」
と
い
う
問
い
に
展 
開
し
て
い
る
。
更
に
、
親
鸞
は
こ
こ
を
「准
難
」
と
し
て
、
「
此
の
經
を
以
て
㉒
 
淮
難
す
る
に
生
を
得
可
し
ゃ
」
と
訓
み
下
す
。
す
る
と
、
親
鸞
の 
問
い
の
質
は
、
「
此
の
経
(
『菩
薩
処
胎
経
』)
に
准
じ
て
難
ず
る
な 
ら
ば
、
生
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
も
の
と
な
る
。 
懐
感
に
お
い
て
、
「
難
し
い
阿
弥
陀
仏
国
へ
の
往
生
を
勧
め
る
理 
由
」
を
確
か
め
る
問
い
が
、
源
信
で
は
「
阿
弥
陀
仏
国
へ
の
往
生 
の
難
易
」
の
問
い
と
な
り
、
親
鸞
に
至
っ
て
、
「
阿
弥
陀
仏
国
へ 
の
往
生
の
可
否
」
と
し
て
、
問
い
の
質
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。 
そ
し
て
、
こ
の
問
い
の
質
の
展
開
に
よ
り
、
後
に
続
く
答
え
の 
質
も
ま
た
展
開
す
る
。
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
懐
感
の
答
え 
は
善
導
の
「雜
修
の
者
は
、
萬
に
ー
り
も
生
ぜ
ず
、
專
修
の
人
は
48
千
に
ー
り
も
失
す
る
こ
と
無
し
と
云
へ
り
」
と
い
う
教
言
を
用
い
、
 
「
専
修
雑
修
」
の
本
質
は
「
執
心
牢
固
」
、
「執
心
不
牢
」
に
あ
り
、
 
そ
れ
に
よ
っ
て
極
楽
国
か
懈
慢
国
の
往
生
が
定
ま
る
こ
と
を
確
か 
め
た
上
で
『隨
願
往
生
経
』
を
引
用
し
、
「
囲
や
學
徒
其
の
道
を 
專
に
せ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
答
え
る
。
ま
た
、
源
信
は
、
 
「
此
の
難
」
が
既
に
善
導
の
文
に
よ
っ
て
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を 
確
か
め
、
懐
感
自
ら
が
そ
れ
を
補
い
、
此
の
『經
』(
『菩
薩
処
胎 
経
』)
の
文
の
「何
を
以
て
の
故
と
な
ら
ば
、
皆
懈
慢
し
て
、
執 
心
牢
固
な
ら
ざ
る
に
由
る
」
と
引
用
し
、
善
導
の
「
専
修
雑
修
」 
と
『菩
薩
処
胎
経
』
の
思
想
を
結
び
つ
け
、
雑
修
は
執
心
不
牢
で 
懈
慢
界
に
生
ず
る
し
、
専
修
は
執
心
牢
固
で
あ
る
か
ら
極
楽
国
に 
生
ず
る
と
展
開
す
る
。
更
に
源
信
は
、
『群
疑
論
』
で
引
用
す
る 
『隨
願
往
生
経
』
の
文
を
乃
至
し
、
「
又
報
の
淨
土
に
生
る
ゝ
者 
は
極
め
て
少
く
、
化
の
淨
土
の
中
に
生
る
ゝ
者
は
少
か
ら
ず
。
」 
と
い
う
文
を
直
接
さ
せ
、
「
専
修
雑
修
」
と
「報
の
浄
土
と
化
の 
浄
土
」
と
い
う
思
想
が
密
接
な
繋
が
り
を
持
っ
た
文
で
あ
る
と
釈 
す
る
一
方
、
懐
感
・
源
信
に
対
し
、
親
鸞
は
、
問
い
の
質
を
「
阿
弥 
陀
仏
国
へ
の
往
生
の
可
否
」
と
し
、
答
え
を
源
信
の
姿
勢
に
倣
い 
「
『群
疑
論
』
に
善
導
和
尙
の
前
の
文
を
引
い
て
、
此
の
難
を
釋 
せ
り
。
又
自
ら
助
成
し
て
云
は
く
」
と
し
て
い
る
。
更
に
盖
口
導
の
思
想
を
下
地
と
し
な
が
ら
、
雑
修
の
者
は
執
心
不
牢
で
、
懈
慢
国 
に
生
ず
る
の
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
国
へ
の
往
生
が
か
な
わ
な
い
と 
す
る
。
坂
東
本
で
は
、
そ
の
上
欄
外
に
「若 
不
二
雜 
修
一
專 
行
二
此
業
一
此
卽
執
心
牢
固
定
生
一
極
樂
國
一
」
と
補 
記
さ
れ
、
専
修
で
あ
れ
ば
執
心
牢
固
で
あ
り
、
定
ん
で
極
楽
国
に 
生
ず
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。
こ
の
補
記
か
ら
、
「
懈
慢
界
の 
問
答
」
が
、
親
鸞
に
お
い
て
「
雜
修
之
者
為
二
執
心
不
牢
 
之
人
故
生
二
懈
慢
國
一
」
と
い
う
「雑
修
之
者
」
の
課
題
か 
ら
、
「
専
修
雑
修
」
の
思
想
へ
と
展
開
し
た
と
い
う
、
親
鸞
の
思 
索
の
足
取
り
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
そ
し
て
親
鸞
は
、
「
又
報
淨
土
生
者
極
少
化
淨
土
 
中
生
 
者 
不
目
少
ー
」
の
文
を
引
用
し
、
問
い
の
答
え
と
し
て
、
 
報
土
化
土
い
ず
れ
も
、
阿
弥
陀
如
来
の
誓
願
に
酬
報
し
た
仏
土
で 
あ
る
と
い
う
「報
化
二
土
」
の
思
想
を
見
出
し
て
い
る
。
親
鸞
は
、
 
こ
の
問
答
の
質
の
展
開
で
、
「報
化
二
士
」
の
思
想
を
押
さ
え
直 
し
た
の
で
あ
り
、
親
鸞
が
「
懈
慢
界
の
問
答
」
で
最
も
伝
え
た
か 
っ
た
の
は
、
「
専
修
雑
修
」
の
背
景
に
あ
る
「執
心
牢
固
」
・
「執 
心
不
牢
」
と
い
う
課
題
を
通
し
た
、
「報
化
二
士
」
の
思
想
の
確 
か
め
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
故
經
別
説
實
不
二
相
違
一
也
」
の
意
義 
更
に
引
文
の
結
び
の
「
經
別
說
實
 
不
二
相
違
一
也
」
が
指
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し
示
す
事
柄
に
つ
い
て
も
、
親
鸞
は
、
懐
感
・
源
信
の
了
解
を
展 
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
章
で
確
か
め
た
よ
う
に
、
『群
疑 
論
』
で
こ
の
文
は
、
『菩
薩
処
胎
経
』
に
「
何
を
以
て
の
故
に
、
 
皆
な
懈
慢
に
し
て
執
心
牢
固
な
ら
ざ
る
に
由
る
と
」
と
説
か
れ
る 
こ
と
と
、
『隨
願
往
生
経
』
で
説
か
れ
る
内
容
は
、
専
修
を
勧
め 
る
一
点
に
お
い
て
、
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
確
か
め
で 
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『往
生
要
集
』
で
こ
の
文
は
、
『菩
薩
処
胎
経
』 
に
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ず
る
の
が
難
い
こ
と
と
、
懈
慢
、
執
心
不
牢 
と
い
う
課
題
と
が
別
に
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
「報
の
浄
土
と
化 
の
浄
土
」
と
い
う
思
想
に
お
い
て
相
違
し
な
い
と
い
う
確
か
め
で 
あ
ろ
う
。
で
は
、
「
化
身
土
巻
」
に
お
け
る
「
故 
經 
別
說
實
 
不
一
相 
違
一
也
」
と
は
一
体
何
を
指
す
で
あ
ろ
う
か
。 
例
え
ば
宣
明
は
、
「
經
別
說
等
と
は
。
處
胎
經
に
一
人
往
生
と 
云
へ
る
は
專
修
の
人
の
少
ひ
こ
と
を
云
へ
り
。
三
經
の
說
は
專
修 
の
行
者
に
付
い
て
易
往
と
云
へ
り
。(
『講
義
集
成
』
ハ
・
五
〇
九 
頁)
」
と
押
さ
え
て
い
る
し
、
他
の
先
学
も
、
三
経
の
往
生
と 
『菩
薩
処
胎
経
』
の
往
生
が
異
な
る
こ
と
を
説
い
て
も
相
違
し
な 
い
と
い
う
了
解
で
あ
り
、
私
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。 
こ
の
よ
う
に
引
用
文
の
結
び
か
ら
も
、
親
鸞
が
「
懈
慢
界
の
問 
答
」
の
思
想
を
、
『群
疑
論
』
、
『往
生
要
集
』
か
ら
更
に
展
開
さ
せ 
て
い
る
こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
親
鸞
の
著
作
に
つ
い
て
最
後
に
、
「化
身
土
巻
」
以
外
の
親
鸞
の
著
作
を
通
し
て
「
懈 
慢
界
の
問
答
」
が
ど
の
よ
う
に
押
さ
え
ら
れ
る
か
を
確
か
め
た
い
。 
ま
ず
、
『浄
土
三
経
往
生
文
類
』
の
「観
経
往
生
」
の
釈
文
に 
『往
生
要
集
』
の
「
懈
慢
界
の
問
答
」
が
引
か
れ
る
。
首
楞
嚴
院
の
『要
集
』
に
感
禪
師
の
釋
を
引
き
て
い
は
く
、
 
「
問
ふ
、
菩
薩
處
胎
經
の
第
二
に
說
き
た
ま
へ
り
、
西
方
此 
の
閻
浮
提
を
去
る
こ
と
十
二
億
那
由
他
に
、
懈
慢
界
有
り
と
。 
勿
意
を
發
す
衆
生
阿
彌
陀
佛
國
に
生
れ
む
と
欲
ふ
者
、
深
く 
懈
慢
國
土
に
著
し
て
前
進
み
て
阿
彌
陀
佛
國
に
生
る
ゝ
こ
と 
能
は
ず
、
億
千
萬
の
衆
時
に
一
人
有
て
、
能
く
阿
彌
陀
佛
國 
に
生
ず
と
云
云
。
此
の
經
を
以
て
淮
難
す
る
に
生
を
得
可
し 
や
。
答
、
群
疑
論
に
善
導
和
尙
の
前
の
文
を
引
き
て
此
の
難 
を
釋
せ
り
。
又
自
ら
助
成
し
て
云
く
、
此
の
經
の
下
の
文
に 
言
は
く
、
何
を
以
て
の
故
に
皆
懈
慢
し
て
執
心
牢
固
な
ら
ざ 
る
に
由
て
な
り
、
是
に
知
ぬ
ヽ
雜
修
之
者
執
心
牢
か
ら
ざ
る 
之
人
と
爲
、
故
に
懈
慢
國
に
生
ず
る
也
。
若
し
雜
修
せ
ず
し 
て
專
ら
此
の
業
を
行
ず
る
は
、
此
れ
卽
ち
執
心
牢
固
に
し
て 
定
め
て
極
樂
國
に
生
ず
。
乃
至
又
報
の
淨
土
の
生
者
極
め
て 
少
な
し
、
化
の
淨
土
の
中
に
生
ず
る
者
は
、
少
な
か
ら
ず
、
 
故
に
經
の
別
說
實
に
相
違
せ
ざ
る
也
と
50
(
原
漢
文
、
『定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
三
二
〜
三
頁) 
こ
の
文
は
、
観
経
往
生
の
最
後
に
配
さ
れ
、
「化
身
土
巻
」
の
引 
用
文
と
は
訓
み
方
に
若
干
異
な
る
点
が
見
ら
れ
る
が
、
乃
至
の
仕
參 
方
等
は
ほ
ぼ
ー
致
し
て
い
る
。 
そ
し
て
「
懈
慢
界
の
問
答
」
は
『尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
い
て
、
 
し
か
れ
ば
源
信
和
尙
は
、
報
土
に
む
ま
る
ゝ
人
は
お
ほ
か
ら 
ず
、
化
土
に
む
ま
る
ゝ
人
は
す
く
な
か
ら
ず
と
の
た
ま
へ
り
。
(
『定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
七
九
頁) 
と
釈
さ
れ
、
「報
化
二
土
」
の
思
想
を
、
そ
の
中
心
と
し
て
確
か
㉔
 
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
親
鸞
は
『高
僧
和
讃
』
「
源
信
讃
」
で
、
十
首
の
う
ち 
四
首
で
「
懈
慢
界
の
問
答
」
を
詠
み
、
源
信
の
仏
道
事
業
を
讃
嘆 
す
る
三
靈
山
聽
衆
と
お
は
し
け
る 
源
信
僧
都
の
お
し
え
に
は
報
化
二
土
を
を
し
え
て
ぞ 
專
雜
の
得
失
さ
だ
め
た
る 
四
本
師
源
信
和
尙
は
懷
感
法
師
の
釋
に
よ
り 
處
胎
經
を
ひ
ら
き
て
ぞ
懈
慢
界
お
ば
あ
ら
は
せ
る
五
專
修
の
ひ
と
を
ほ
む
る
に
は 
千
无
一
失
と
お
し
え
た
り 
雜
修
の
ひ
と
を
き
ら
ふ
に
は 
萬
不
一
生
と
の
べ
た
ま
ふ 
六
報
の
淨
土
の
往
生
は 
お
ほ
か
ら
ず
と
ぞ
あ
ら
わ
せ
る 
化
土
に
む
ま
る
ゝ
衆
生
お
ば 
す
く
な
か
ら
ず
と
お
し
え
た
り
(
『定
親
全
』
ー
ー
・
和
讃
篇
・
一
ニ
ニ
〜
四
頁) 
第
三
首
は
源
信
が
「
報
化
二
土
」
を
教
え
、
専
修
雑
修
の
得
失
を 
定
め
た
こ
と
を
讃
嘆
し
、
第
四
首
で
は
源
信
が
懐
感
の
釈
を
通
し 
て
「
懈
慢
界
の
問
答
」
を
確
か
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
第
五
首 
で
は
、
「
専
修
雑
修
」
の
思
想
を
「
千
无
一
失
萬
不
一
生
」
と
し
て 
讃
嘆
し
、
第
六
首
で
は
「
報
化
二
土
」
に
つ
い
て
「報
淨
土
生
 
者
極
少
化
淨
土
中
也
者
不
目
少
ー
」
と
い
う
こ
と
が
確 
か
め
ら
れ
る
。
親
鸞
は
こ
れ
ら
の
和
讃
で
、
源
信
が
、
善
導
の 
「
専
修
雑
修
」
の
思
想
を
、
懐
感
の
「
懈
慢
界
の
問
答
」
を
通
し 
て
受
け
止
め
、
懐
感
の
「
報
の
浄
土
と
化
の
浄
土
」
の
文
を
「
專 
雜 
執
心
 
判
二
淺 
深
ー
」
と
い
う
営
為
を
通
し
て
正
し
く
弁
立 
し
た
こ
と
を
端
的
に
ま
と
め
、
讃
嘆
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
こ
こ
か
ら
も
、
源
信
が
為
し
た
仏
道
事
業
の
一
つ
は
、
「報
化
二
51
土
」
の
思
想
が
そ
の
中
核
を
為
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ 
う
。ま
た
、
『浄
土
文
類
聚
鈔
』
「
文
類
偈
」
で
は
、
「
正
信
偈
」
で
讃 
嘆
さ
れ
た
源
信
の
仏
道
事
業
を
、
よ
り
詳
細
に
確
か
め
る
こ
と
が 
出
来
る
。
決
国
判
得
失
於
ー
專
雜
一
廻
一
入
念
佛
眞
實
門
ー
 
唯
定
二
淺
深
於
二
執
心
一
報
化
ー
ー 
土
正
 
辨
立
㉕
 
(
『定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
・
一
四
四
頁) 
こ
の
偈
か
ら
、
「
専
修
雑
修
」
の
思
想
に
お
い
て
そ
の
得
失
を
決 
判
し
、
念
仏
の
真
実
門
に
廻
入
せ
し
め
る
こ
と
を
確
か
め
、
唯
執 
心
の
浅
深
を
定
め
る
と
こ
ろ
に
、
報
化
二
土
を
正
し
く
弁
立
し
た 
源
信
の
事
業
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
四
お
わ
り
に
親
鸞
は
、
「化
身
土
巻
」
本
巻
『往
生
要
集
』
の
引
文
を
通
し 
て
、
「
若
胎
生
宜
ニ
之
重
捨
一
」
と
い
う
内
容
が
、
「執
心
牢 
固
」
か
「執
心
不
牢
」
か
と
い
う
課
題
が
「報
化
二
士
」
の
往
生 
を
決
定
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
更
に
親
鸞
は
、
「懈 
慢
界
の
問
答
」
の
質
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「報
の
浄
土
と 
化
の
浄
土
」
と
い
う
源
信
の
思
想
を
、
「報
化
二
土
」
い
ず
れ
も
、
 
阿
弥
陀
如
来
の
誓
願
に
酬
報
し
た
仏
土
で
あ
る
と
確
か
め
た
の
で
あ
る
。
浄
土
教
の
祖
師
と
し
て
の
源
信
の
仏
道
事
業
の
一
つ
は
「
正
信 
偈
」
に
あ
る
よ
う
に
「
專
雜
執
心
判
二
淺
深
一
報
化
二
 
土
正
辯
立
」
で
あ
る
。
そ
の
「報
化
二
士
」
の
思
想
は
、
本 
来
『菩
薩
処
胎
経
』
を
釈
し
た
懐
感
の
『群
疑
論
』
を
源
流
と
し 
て
、
源
信
が
聞
き
開
い
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
懐
感
も
ま
た
、
 
「
専
修
雑
修
」
と
い
う
思
想
を
善
導
に
聞
き
開
い
て
い
っ
た
も
の 
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
親
鸞
は
、
師
法
然
の
『往
生
要
集
』
観
に
育
ま
れ
な
が 
ら
、
『往
生
要
集
』
に
親
し
ん
で
い
っ
た
。
但
し
、
親
鸞
の
『往 
生
要
集
』
観
は
、
法
然
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
親 
鸞
独
自
の
展
開
を
、
「化
身
土
巻
」
本
巻
『往
生
要
集
』
文
の
引 
用
の
仕
方
か
ら
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
然
は
、
源
信
か
ら 
善
導
の
「
専
修
雑
修
」
の
思
想
を
聞
き
、
親
鸞
は
、
源
信
の
「報 
化
二
土
」
を
正
し
く
弁
立
す
る
思
想
を
通
し
て
、
「報
心
牢
固
」
・
 
「
執
心
不
牢
」
を
背
景
と
し
た
善
導
の
「
専
修
雑
修
」
の
思
想
を 
聞
き
開
い
た
の
で
あ
る
。
註
①
 
こ
の
説
に
つ
い
て
は
、
浅
田
正
博
が
「堂
僧
の
解
釈
に
つ
い
て
は 
種
々
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
「常
行
堂
」
の
堂
僧
と 
解
す
る
の
が
有
力
で
あ
る
。(
中
略)
佐
藤
哲
英
博
士
は
慈
円
や
親
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③⑤ ④⑥
鸞
の
師
弟
関
係
、
あ
る
い
は
『親
鸞
伝
絵
』
等
を
依
拠
と
し
て
こ
れ 
を
横
川
の
常
行
堂
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
親
鸞
は
在
叡 
期
に
横
川
で
修
学
し
て
既
に
源
信
の
『往
生
要
集
』
に
心
を
寄
せ
て 
い
た
に
ち
が
い
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。(
「親
鸞
聖
人
の
『往
生 
要
集
』
観
」(
『往
生
要
集
研
究
』
、
永
田
文
昌
堂
、
昭
和
六
十
二 
年)
)
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
源
信
の
著
作
は
、
百
六
十
部
に
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
、
『往
生
要 
集
』
は
源
信
四
十
四
歳
の
頃
の
作
と
言
わ
れ
る
が
、
親
鸞
は
数
あ
る 
源
信
の
著
作
の
う
ち
、
『往
生
要
集
』
の
み
引
用
し
て
い
る
。
 
例
え
ば
『拾
遺
古
徳
伝
』
巻
三
に
「予
、
往
生
要
集
を
先
達
と
し 
て
淨
土
門
に
入
る
也
と
云
云(
『法
然
上
人
伝
全
集
』
五
九
六
頁)
」 
と
あ
る
。
括
弧
内
は
、
坂
東
本
に
お
い
て
上
欄
外
に
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
り
、
 
親
鸞
が
後
に
補
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
七
巻
三
十
ハ
品
よ
り
成
り
、
仏
の
入
涅
槃
を
題
材
と
な
す
。
〔
巻 
ー
〕
天
宮
品
第
一
、
仏
、
伽
毘
羅
婆
兜
釈
翅
搜
城
北
の
双
樹
間
に
於 
て
、
二
月
ハ
日
夜
半
入
滅
せ
ん
と
し
て
既
に
金
棺
中
に
入
り
、
金
剛 
三
昧
に
入
ら
ん
と
し
て
阿
難
に
対
し
、
汝
、
一
切
の
大
乗
経
典
を
得 
た
り
や
と
問
ひ
、
阿
難
が
仏
の
协
利
天
に
昇
り
て
母
の
た
め
に
説
き 
給
へ
る
経
等
を
知
ら
ず
と
答
へ
た
る
を
以
て
、
仏
神
通
を
以
て
母
胎 
に
処
す
る
こ
と
を
現
じ
、
胎
中
猶
天
宮
の
如
く
に
し
て
菩
薩
の
身
の 
微
穢
す
ら
蒙
ら
ざ
る
こ
と
を
知
ら
し
む
。
時
に
十
方
よ
り
諸
菩
薩
来 
集
し
て
胎
宮
中
に
在
り
、
仏
よ
り
説
法
を
聞
く
。
以
下
第
三
十
四
品 
に
至
る
ま
で
が
胎
中
説
法
と
す
。
す
べ
て
空
の
思
想
を
開
説
す
。
 
(
『仏
書
解
説
大
辞
典
』)
括
弧
内
は
、
「化
身
土
巻
」
で
親
鸞
が
乃
至
し
て
い
る
箇
所
。
⑦
本
書
は
唯
識
の
眼
よ
り
浄
土
教
義
の
疑
点
を
解
決
せ
し
も
の
で
あ 
る
。
本
書
は
問
答
体
に
し
て
一
百
二
十
一
個
の
疑
問
を
決
答
す
、
元 
徳
二
年
四
月
真
慧
の
分
科
に
よ
れ
ば
十
二
科
百
十
六
章
と
せ
り
。
⑨⑩
 
⑪
 
⑫
(
『仏
書
解
説
大
辞
典
』) 
)
括
弧
内
は
、
「化
身
土
巻
」
 
)
括
弧
内
は
、
『往
生
要
集
』 
)
括
弧
内
は
、
『往
生
要
集
』 
)
括
弧
内
は
、
『往
生
要
集
』
)
存
覚
は
「
「前
の
文
」
と
言
ふ
は
、
『集
』
の
次
上
に
云
。
「導
和 
尙
の
云
、
若
し
能
く
上
の
如
く
念
念
相
續
し
て
畢
命
を
期
と
為
る
者 
の
は
、
十
は
則
十
な
が
ら
生
じ
百
は
則
百
な
が
ら
生
ず
、
若
し
專
を 
捨
て
ゝ
雜
業
を
修
せ
ん
と
欲
す
る
者
の
は
、
百
の
時
に
希
に
ー
ニ
を 
得
千
の
時
に
希
に
五
三
を
得
。」
已
上
今
此
の
釋
は
『往
生
禮 
讚
』
前
序
の
文
也
、
『論
』
の
所
引
は
取
意
の
文
な
る
が
故
に
其
の 
言
聊
異
な
り
、
彼
の
釋
文
に
云
。
「善
導
禪
師
諸
の
四
衆
を
勸
て
、
 
專
ら
西
方
淨
土
の
業
を
修
せ
ん
者
、
四
修
墜
こ
と
靡
く
三
業
雜
す
る
で
親
鸞
が
乃
至
し
て
い
る
箇
所
。
 
で
源
信
が
省
略
し
て
い
る
箇
所
。
 
で
源
信
が
省
略
し
て
い
る
箇
所
。
 
で
源
信
が
乃
至
し
て
い
る
箇
所
。
こ
と
無
く
、
餘
の
一
切
の
諸
願
諸
行
を
廢
し
て
西
方
の
一
行
を
唯
願 
唯
行
せ
ば
ゝ
雜
修
之
者
の
は
萬
に
ー
も
生
ぜ
す
、
專
修
之
人
は
千
に 
ー
り
も
失
す
る
こ
と
無
し
」
已
上
(
原
漢
文
、
『六
要
鈔
』
・
『真
聖 
全
』
ー
ニ
三
八
四
頁)
」
と
確
か
め
て
い
る
。
⑬
 
括
弧
内
は
、
「化
身
土
巻
」
で
親
鸞
が
乃
至
し
て
い
る
場
所
。
 
⑭
 
括
弧
内
は
、
「化
身
土
巻
」
で
親
鸞
が
省
略
し
て
い
る
箇
所
。
 
⑮
註⑫
参
照
。
⑯
石
井
教
道
は
「大
體
に
於
い
て
四
種
の
末
疏
は
第
一
期
の
念
佛
思 
想
に
属
し
て
居
る
と
見
て
差
支
へ
な
い
。(
『法
上
全
』
序
・
六
頁)
」
と
判
じ
て
い
る
。
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『往
生
要
集
』
の
註
釈
の
四
編
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
末
木
文
美 
士
『鎌
倉
仏
教
形
成
論 
思
想
史
の
立
場
か
ら
』(
法
蔵
館
、
一
九 
九
八
年)
に
詳
し
い
。
『往
生
要
集
料
簡
』
の
結
び
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
文
が
記
さ
れ
、
更 
に
『往
生
要
集
釈
』
の
結
び
に
も
「私
に
云
く
。
惠
心
理
を
盡
す
と 
雖
も
往
生
の
得
否
を
定
め
た
ま
ふ
に
は
、
道
綽
善
導
を
以
て
指
南
と 
為
す
所
也
。
又
處
々
に
多
く
彼
の
師
の
釋
を
引
用
す
見
つ
可
し
然
れ 
は
則
ち
惠
心
を
用
る
之
輩
ら
は
、
必
ず
善
導
道
綽
に
帰
す
可
き
也
。
 
(
原
漢
文
、
『法
上
全
』
二
六
頁)
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
法 
然
に
お
け
る
、
善
導
へ
と
至
る
為
の
『往
生
要
集
』
の
意
義
を
確
か 
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
。
括
弧
内
は
、
「化
身
土
巻
」
で
親
鸞
が
乃
至
し
て
い
る
箇
所
。
 
註④
参
照
。
藤
場
俊
基
『教
行
信
証
を
読
み
解
く
闪
—
化
身
土
巻(
前)
—
』 
(
明
石
書
店
、
二
〇
〇
〇
年)
七
二
〜
三
頁
参
照
。
『浄
土
三
経
往
生
文
類
』
で
は
「准
難
」
に
「な
ず
ら
へ 
な
ん 
ず
と
い
ふ(
『定
親
全
』
三
・
和
文
篇
三
一
頁)
」
と
左
訓
が
振
ら 
れ
る
。『浄
土
三
経
往
生
文
類
』(
略
本)
も
ま
た
同
内
容
で
あ
る
の
で
、
 
割
愛
す
る
。
『定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
ニ
〜
三
頁
を
参
照
。
 
『尊
号
真
像
銘
文
』(
略
本)
も
ま
た
同
内
容
で
あ
る
の
で
、
割 
愛
す
る
。
『定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
四
六
頁
を
参
照
。
 
こ
の
句
に
つ
い
て
は
、
『真
宗
聖
典
』
を
参
考
に
筆
者
が
補
訂
し 
た
。
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